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このことについて、『山形県立鶴岡南高等学校百年史』（270ページ271頁）
を見れば何かわかるかと思い調べてみたところ、第二校歌制定の意図，作詞
者、作曲者の選定、発表方法などについては不詳でしたが、次のようなことだ
けはわかりましたので報告します。
昭和13年10月25日の火災により本校舎の主要部分が消失し、昭14年7月1日に
再建に取り掛かり、昭和16年９月には全校舎が完成し、内容設備が整えられて
復興竣工式が挙行されたのが昭和16年10月24日でした。従って、「復興落成記
念」とは「新校舎落成記念」を指すものと思われます。また、『山形県立鶴岡
南高等学校百年史』の記述の中においては、第二校歌制定の意図等について
は、触れておりませんが、第二校歌制定は、おそらく新校舎落成を記念して企
画したものと思われます。
なお、『会員名簿　平成28年6月』（山形県立鶴岡南高等学鶴翔同窓会』に
は作詞は菊地安郎、作曲奥村卓司とありますが、どのような人物かはわかりま
せんでした。


